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あ ん ど 防防 災災 フフ ェェ スス タタ
（令和５年２月25日）

※登録は無料ですが、パケッ
ト代等の通信料はご負担
となります

もしもの時のために、登録をしましょう！
登録は a-machi-ando@entry.mail-dpt.jp
を直接入力するか QR コードを読み取り空
メールを送信して手続してください！

えーまちあんどメール配信サービス　主な内容

あんど防災フェスタ  ………………… P2

選挙のお知らせ  ………………… P3～5

年間健康カレンダー  ………… P14～15

人のうごき（２月１日現在）

男‥‥‥‥ 3,376人
女‥‥‥‥ 3,711人
人口‥‥‥ 7,087人

世帯数‥ 3,541世帯
3人増前月比

5世帯減前月比



　
２
月
25
日
（
土
）
に
、
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
あ
ん
ど
防
災

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
学
び
の
ブ
ー
ス
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、

鳥
取
県
北
栄
町
の
元
町
長　
松
本
昭
夫
氏
が

平
成
28
年
10
月
の
「
鳥
取
県
中
部
地
震
」
で

の
復
興
体
験
を
当
時
の
写
真
を
紹
介
し
な
が

ら
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
我
が
町
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互

応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
愛
知
県
幸
田
町
の

町
長　
成
瀬
敦
氏
に
も
ご
登
壇
い
た
だ
き
、

地
域
防
災
力
向
上
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
展
示
・
販
売
ブ
ー
ス
や
体
験
ブ
ー
ス
で
は
、

多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
身
近
に
防
災
に
つ
い

て
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

たくさんのご来場ありがとうございました！

あ
ん
ど
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
！

お
し
ら
せ
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◎奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙
　＊告　示　日　　奈良県知事　　　３月２３日（木）
　　　　　　　　　奈良県議会議員　３月３１日（金）
　＊投・開票日　　４月　９日（日）
◎安堵町議会議員選挙
　＊告　示　日　　４月１８日（火）
　＊投・開票日　　４月２３日（日）
○投票時間　　　　上記選挙ともに午前７時～午後８時
投　票　所

投票所名 投票所の場所 地　　　区　　　名

第１ トーク安堵カルチャーセンター 東安堵南・西安堵・新法隆寺・興人・
柿の里・若草の里

第２ 窪田中央公民館 窪田

第３ 総合センターひびき 東安堵・飽波・小泉苑・あつみ台・
センチュリー等マンション

第４ 笠目公民館 笠目
第５ かしの木台集会所 岡崎・かしの木台

統一地方選挙の日程

奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙
安堵町議会議員選挙

〈第１投票所〉トーク安堵カルチャーセンター 〈第２投票所〉窪田中央公民館

〈第３投票所〉総合センターひびき体育館 〈第４投票所〉笠目公民館 〈第５投票所〉かしの木台集会所

投票所のご案内
※　　の部分が投票所です
※略図のため、実際とは違う部分がありますが、ご了承ください。

みんなそろって
投票しよう！ 選挙キャラクター

めいすいくん

カルチャー
福祉センター
バス停

こども園

至あつみ台

JR
線 マンション

公営
住宅

中学校 コーナン

窪田上
バス停

窪
田
バ
ス
停

安
堵　中

央
公
園

安
堵
中
央
公
園

バ
ス
停

自動車
教習所

富
雄
川

至法隆寺駅
公園

かしの木台
バス停

かしの木台
バス停

お
し
ら
せ
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［住所を移転された方］
　４月９日に行われる奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙について、最近、住所を異動された方は、
投票場所等が変わることがあります。
奈良県知事選挙については、令和４年12月23日以降、奈良県議会議員選挙については、令和４年12月31
日以降に県内の市町村から安堵町に転入された方は、前住所地で投票を行うことになります。
　ただし、前住所地で選挙人名簿に登録されていることが必要です。また、その際は、安堵町又は前住所
地で発行する「居住証明書類」を提示しなければ投票できません。

［投票所入場整理券の送付に関するお願い］
　通常の選挙の場合、告示日に投票所入場整理券を送付しています。今回、告示日の異なる奈良県知事選
挙及び奈良県議会議員選挙が同時に行われますが、経費削減等の事務の効率化を図るため、投票所入場整
理券は、奈良県議会議員選挙の告示日に送付しますので、ご理解をお願いします。なお、投票所入場整理
券がない場合でも、受付にて本人確認後、投票することができます。

☆期日前投票
　仕事や外出等により投票日に投票所へ行けない方は、投票日の前日までに期日前投票をすることができ
ます。
＜奈良県知事選挙及び奈良県議会議員選挙＞
・期日前投票期間　：　３月24日（金）～４月８日（土）
※ただし、奈良県議会議員選挙の期日前投票は４月１日（土）からとなり、それまでの間は、奈良県知事
選挙のみの期日前投票となりますので、ご注意ください。

＜安堵町議会議員選挙＞
　・期日前投票期間　：　４月19日（水）～４月22日（土）
　　※上記選挙とも投票時間及び場所は下記のとおりです。
　・期日前投票時間　：　午前８時30分～午後８時
　・期日前投票場所　：　安堵町役場　２階会議室　期日前投票所

☆指定施設での不在者投票
　奈良県選挙管理委員会から「不在者投票を行うことができる施設」として、指定を受けている病院や老
人ホーム等に入院・入所中の方は、その施設の中で不在者投票をすることができます。事前に施設の事務
室等へ「不在者投票をしたい」旨を申し出てください。

☆滞在地での不在者投票
　長期の出張や旅行等で、期日前投票期間も含めて他市区町村に滞在する予定の方は、滞在先の市区町村
の選挙管理委員会で不在者投票をすることができます。
　郵送等に日数を要しますので、お早めにお問い合わせください。

☆特例郵便等投票
　新型コロナウイルス感染症で宿泊・自宅療養等をしている方で、一定の要件に該当する方は、特例郵便
等投票ができます。
　※在外選挙人名簿に登録されている方が、該当することとなった場合も対象になります。

期日前投票期間中、マイナンバーに関する夜間窓口及び休日窓口を開設します。詳細は P9をご覧ください。

お
し
ら
せ
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該当要件

☆郵便等による不在者投票
　身体に重度の障害があり投票所へ行けない方は、郵便等による不在者投票をすることができます。
　身体障害者手帳、戦傷病者手帳又は介護保険の被保険者証を持っている方で下記の要件に該当する場合
は、ご自宅で「郵便による不在者投票」をすることができます。ただし、事前に「郵便等投票証明書」の
交付を受けておく必要があります。
　また、自分で記載できない方で一定要件に該当する場合は「代理投票制度」があります。

☆安堵町立候補届出書類の事前審査
　告示日当時の立候補届出事務を円滑に行うため、立候補を予定されている方は、立候補届出書類の事前
審査を必ず受けてください。

・受付期間：４月３日（月）～４月７日（金）
・受付時間：上記期間中、午前９時～午後５時
・受付場所：安堵町役場２階総合政策課内　安堵町選挙管理委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは、役場総合政策課内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安堵町選挙管理委員会までお問い合わせください
� ☎５７－１５１１（代）

手帳の種類 障　害　等 障害等の程度

身体障害者手帳 両下肢、体幹、移動機能の障害 １級・２級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害 １級・３級

免疫・肝機能の障害 １級～３級

戦傷病者手帳 両下肢、体幹の障害 特別項症～第２項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸・肝機能の障害

特別項症～第３項症

介護保険被保険者証 要介護状態区分 要介護５

組織変更
～部署、業務について～

　４月から町の組織を一部変更します。
　主な変更は以下のとおりです。

「まちづくり推進課」「都市整備課」⇒「事業課」に統合　多様な住民ニーズや新たな行政課題に対応
するため、既存の業務の執行体制を見直し、
効率化を図り、組織力の向上を図るため、機
構改革を行います。

課名 主な業務
２階

④窓口 事業課 観光・商工振興、企業雇用促進、農業委員会、農業振興、畜産

③窓口 土木・町道及び橋梁整備、町道の認定、占用申請、公園整備及び管理、交通安全
施設の整備、農道及び水路整備、上下水道

②窓口 都市計画、町営住宅の維持管理、家賃徴収

お
し
ら
せ
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「
賃
貸
借
契
約
」
を
理
解
し
て
、

　
　
　
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
‼

【
事
例
】
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
契
約
し
、

敷
金
な
ど
約
18
万
円
を
支
払
っ
た
が
、

入
居
前
に
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、

一
部
の
費
用
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
返
金

で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
。

【
事
例
２
】
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
を
退
去
し

た
後
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
な

ど
を
含
む
高
額
な
原
状
回
復
費
用
を
請

求
さ
れ
た
。

《
消
費
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
助
言
》

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
契

約
前
、
契
約
時
、
入
居
中
、
退
去
時
に

注
意
す
る
こ
と
を
記
載
し
ま
す
。

•

（
契
約
前
）
ネ
ッ
ト
の
写
真
だ
け
で

決
め
る
の
で
は
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
回

避
の
た
め
に
も
内
見
は
し
ま
し
ょ
う
。

•

（
契
約
時
）
禁
止
事
項
、
修
繕
に
関

す
る
事
項
、
退
去
す
る
際
の
費
用
負

担
に
関
す
る
事
項
、
特
約
に
つ
い
て

必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

•

（
入
居
前
）
で
き
る
限
り
、
貸
主
側

と
一
緒
に
賃
貸
物
件
の
現
状
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
入
居
前
か
ら

あ
っ
た
キ
ズ
や
汚
れ
等
の
写
真
を

撮
っ
て
お
く
と
、
退
去
時
の
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

•

（
入
居
中
）
雨
漏
り
や
ト
イ
レ
の
水

漏
れ
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
ら
、

す
ぐ
に
貸
主
側
に
連
絡
し
、
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
借
主
が
貸
主
側
に
無
断

で
修
繕
を
行
う
と
、
そ
の
内
容
、
金

額
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と

が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

相
談
日
（
予
約
制
）

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
１
時
～
４
時

お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課

　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

　
令
和
5
年
4
月
か
ら
、
粗
大
ご
み
リ

ク
エ
ス
ト
収
集
申
し
込
み
受
付
時
間
に

つ
き
ま
し
て
、
左
記
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
を
出
し
て
頂
く
時

間
も
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

〈
申
し
込
み
受
付
時
間
〉

　
旧
：
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
1
時

　
　
　
↓

　
新
：
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
時

〈
粗
大
ご
み
を
出
す
時
間
〉

　
旧
：
正
午
ま
で
に

　
　
　
↓

　
新
：
午
前
10
時
ま
で
に

粗
大
ご
み
収
集
リ
ク
エ
ス
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
５
７-

１
５
１
６

※
粗
大
ご
み
処
理
券
は
、
今
月
号
折
込

チ
ラ
シ
「
安
堵
町
ご
み
収
集
日
程
表
」

内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課

　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

粗
大
ご
み
リ
ク
エ
ス
ト
式

戸
別
収
集
に
つ
い
て

　

本
町
の
消
防
力
が
よ
り
一
層
強
化
さ

れ
、
さ
ら
に
、
火
災
・
災
害
等
に
備
え

て
万
全
を
期
す
よ
う
、
２
月
25
日
（
土
）

の
「
あ
ん
ど
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
内
に
て

最
新
鋭
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
自
動
車

を
安
堵
町
消
防
団
第
四
分
団
（
西
安
堵

地
区
）
へ
引
渡
し
ま
し
た
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
自
動
車

の
引
渡
式
を
行
い
ま
し
た

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
厚

生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
担
当
地
区
）　
笠
目
東

（
新
任
）　
竹
森　
洋
子

（
委
嘱
日
）
令
和
4
年
12
月
2
日

お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
課　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

お
し
ら
せ
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①
建
て
た
時
・
増
築
し
た
時

　
建
物
の
完
成
し
た
年
の
翌
年
か
ら

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
固

定
資
産
税
の
算
出
の
た
め
、
所
有
者

様
か
ら
建
物
の
固
定
資
産
補
充
課
税

台
帳
登
録
事
項
申
請
書
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
、
職
員
が
建
物
を
実
際
に

見
て
調
査
を
し
ま
す
。

②
壊
し
た
時

　
建
物
を
壊
し
た
年
の
翌
年
か
ら
そ

の
建
物
に
課
税
さ
れ
て
い
た
税
金
は

な
く
な
り
ま
す
が
、
所
有
者
様
か
ら

建
物
の
滅
失
届
（
取
壊
し
届
）
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
、
職
員
が
現
地
を

見
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
登
記
さ
れ
て
い
る
建
物
を
壊
し
た

場
合
は
、
管
轄
す
る
法
務
局
（
安
堵

町
は
奈
良
地
方
法
務
局
）
で
滅
失
登

記
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
所
有
者
を
変
え
た
時

　

登
記
さ
れ
て
い
る
建
物
の
場
合
、

納
税
通
知
書
は
１
月
１
日
時
点
の
登

記
名
義
人
様
宛
（
登
記
名
義
人
が
亡

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
相
続
人
様
）

に
送
付
し
ま
す
。

　
上
記
同
様
、
未
登
記
建
物
に
つ
い

て
も
１
月
１
日
時
点
で
安
堵
町
税
務

課
が
把
握
し
て
い
る
所
有
者
様
へ
送

付
し
ま
す
。
未
登
記
建
物
の
場
合
、

変
更
前
後
の
所
有
者
様
か
ら
建
物
の

固
定
資
産
補
充
課
税
台
帳
登
録
事
項

変
更
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
所
有
者
の
変
更
が
分
か
り

ま
せ
ん
。
ご
提
出
が
な
い
場
合
は
、

旧
所
有
者
様
に
納
税
通
知
書
が
届
き

ま
す
。

★
①
②
③
の
届
出
書
・
申
請
書
は
税
務

課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

　
相
続
で
不
動
産
取
得
を
知
っ
た
日
か

ら
３
年
以
内
に
正
当
な
理
由
が
な
く
登

記
・
名
義
変
更
手
続
き
を
し
な
い
と

10
万
円
以
下
の
過
料
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　
近
年
、
相
続
さ
れ
た
不
動
産
（
土
地・

建
物
）
に
つ
い
て
、
相
続
登
記
が
さ
れ

な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
続

登
記
が
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
問
題
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ご
自
分
の
権
利
を
大
切
に
す
る
と
共

に
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

是
非
と
も
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
住
所
変
更
し
た
場
合
も
不
動
産
登
記

が
義
務
化
さ
れ
、
２
年
以
内
に
正
当

な
理
由
が
な
く
手
続
き
を
し
な
け
れ

ば
５
万
円
以
下
の
過
料
の
対
象
に
な

り
ま
す
。（
施
行
日
は
公
布
後
５
年
以

内
の
政
令
で
定
め
る
日
）

お
問
い
合
わ
せ

奈
良
地
方
法
務
局
（
奈
良
市
高
畑
町

５
５
２
）

　
☎
０
７
４
２-

２
３-

５
５
３
４

　
（
代
表
・
自
動
音
声
案
内
）

登
記
手
続
案
内
予
約

　
☎
０
７
４
２-

２
３-

５
２
３
０

　
（
自
動
音
声
案
内　
６
番
）

『
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
』

　
相
続
登
記
の
義
務
化
は

　
２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

未
登
記
建
物
を
建
て
た
・
増
築

し
た
・
壊
し
た
・
所
有
者
を
変
え
た
時
は
、

税
務
課
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
！

と
き　
４
月
３
日（
月
）～
５
月
31
日（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

と
こ
ろ　
安
堵
町
役
場
税
務
課

　

令
和
５
年
度
分
の
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
を
も
と
に
作
成
さ
れ
る
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
地
番
、
地
目
、

地
積
、
価
格
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）、

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
よ
り
、
土

地
ま
た
は
家
屋
の
納
税
者
の
方
に
町
内

の
土
地
ま
た
は
家
屋
の
価
格
を
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　
縦
覧
で
き
る
人
は
、「
固
定
資
産
税
の

納
税
者
（
免
税
点
以
上
の
方
）」
で
あ
り
、

土
地
の
み
を
所
有
す
る
人
は
土
地
の
、

家
屋
の
み
を
所
有
す
る
人
は
家
屋
の
縦

覧
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
縦
覧
を
す
る
方

は
、
本
人
確
認
書
類
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
を
過
ぎ
て
の
縦
覧

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
納
税
義
務
者
本
人
（
免
税
点
未
満
の

方
も
含
む
）
が
所
有
す
る
固
定
資
産
に

係
る
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
課
税

台
帳
に
価
格
等
の
登
録
を
行
っ
た
後
、

一
年
を
通
じ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

お
し
ら
せ
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【注意】◆予防注射は、安堵町の住民の方以外は利用できません◆
•当日は、『狂犬病予防注射のお知らせ（ハガキ）』を持参してください。
　※ハガキは、登録された犬の飼い主へ、集合注射実施の前日までに送付します。
　※ハガキをお持ちでない方も注射を受けることができます。
•当日は、混雑しますので咬傷を与える恐れのある犬は口輪をはめるなど、適切な処置をしてお越しくだ
さい。

•各会場や会場への行き帰りでの犬のフン等は、飼い主が責任
　をもって処理してください。
•集合注射に来れない方は、お近くの動物病院で注射を受けて
　ください。

生後91日以上の犬は、登録が法律で飼い主に義務づけられています。
登録の申請は、住民課までお越し下さい（登録手数料：1匹につき3,000円）。
※集合注射の会場では、予防注射のみで新規登録等の受付は行いませんのでご注意ください。

この機会に犬の登録をお願いします

実施日　４月７日（金）
費　用　3,400円
　　　　（内訳）
　　　　予　防　注　射　料� 2,850円
　　　　注射済票交付手数料� 550円

と　　　き と　こ　ろ
午前　９時３０分～１０時 小泉苑公民館前
午前１０時３０分～１１時 笠目公民館前
午前１１時３０分～正午 中窪田常徳寺前
午後　１時３０分～　２時 柿の里団地集会所前
午後　２時３０分～　３時 かしの木台集会所前
午後　３時３０分～　４時 安堵町役場庁舎東側

生後91日以上の犬には、年1回の狂犬病予防注射が法律で義務付けられています。必ず受けてください。

令和5年度　狂犬病予防注射を実施します !!

お問い合わせ　住民課　☎５７－１５１１

　
平
日
に
役
場
に
お
越
し
頂
け
な
い
方

の
た
め
に
、
住
民
票
の
写
し
を
休
日
に

交
付
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。

〇
予
約
で
き
る
方

　
安
堵
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

〇
予
約
で
き
る
住
民
票　
予
約
者
本
人

の
も
の
、
予
約
者
本
人
を
含
む
世
帯

一
部
の
も
の
か
世
帯
全
部
の
も
の

〇
予
約
方
法　
住
民
課
に
電
話
で
予
約

〇
予
約
時
間

　
　
　
平
日
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

〇
受
取
場
所

　
　
　
　
　
安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

〇
受
取
時
間　
土・日
曜
日
、
祝
日
（
午

前
９
時
か
ら
４
時
）

〇
受
取
に
必
要
な
も
の　
本
人
確
認
書

類
・
住
民
票
の
手
数
料

※
受
取
は
予
約
者
本
人
に
限
り
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　
住
民
課　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

住
民
票
の
写
し
の

�

休
日
交
付
に
つ
い
て

お
し
ら
せ
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シ
ス
テ
ム
の
更
改
作
業
の
た
め
、
左

記
の
と
お
り
、
一
部
業
務
を
停
止
い
た

し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

〇
日
時

　
令
和
５
年
５
月
１
日
（
月
）
か
ら

�

５
月
２
日
（
火
）
の
２
日
間

〇
停
止
す
る
業
務

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る

手
続
き
全
般
（
発
行
・
更
新
・
申

請
な
ど
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

た
転
入
出
の
手
続
き

　
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
住
民
課

　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

マイナンバーカードをつくりましょう！
～申請・交付・更新などの手続きがより便利に～

　その１　役場でマイナンバーカードの申請ができます！

　その２　申請・交付・更新などの手続きが夜間・休日にできます！

お問い合わせ　住民課　☎５７―１５１１（代）

　住民課窓口で、マイナンバーカードの申請ができます。申請に必要な写真撮影も無料で行います。また、
役場で申請していただいた方に限り、マイナンバーカードをご自宅へ郵送します。申請には必ずご本人がお
越しください。
【と　　　き】　開庁日（土・日曜、祝日を除く、平日午前８時30分～午後５時15分）
【と　こ　ろ】　住民課①番窓口
【必要なもの】　通知カード・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）・本人確認書類（※）

　下記の日程で、夜間・休日窓口を開設します。すべての手続きには、必ずご本人がお越しください。
【と　　　き】　☆夜間窓口� ４月３日（月）から７日（金）午後５時15分～午後８時
　　　　　　　　☆休日窓口� ４月１日（土）・２日（日）午前８時30分～午後８時
� � � � ４月８日（土）・９日（日）午前８時30分～午後８時
【と　こ　ろ】　住民課①番窓口
　☆５月以降の日程については、随時、広報およびホームページにてご案内いたします。

〇マイナンバーカードの申請
【必要なもの】　通知カード・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）・本人確認書類（※）

〇マイナンバーカードの交付（交付通知書をお持ちの方のみ）
【必要なもの】　交付通知書・通知カード・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）・本人確認書類（※）

〇マイナンバーカードの更新
【必要なもの】　有効期限通知書・本人確認書類（※）

〇電子証明書の更新
【必要なもの】　有効期限通知書・マイナンバーカード・現在設定済みの暗証番号

〇暗証番号の初期化
【必要なもの】　マイナンバーカード・本人確認書類（※）

※本人確認書類　運転免許証・パスポート・在留カードなど顔写真付きの公的な身分証明書のうち１点。こ
れらがない場合は、健康保険証・年金手帳・預金通帳等のうち２点になります。

お
し
ら
せ
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
や
精

神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
を
有
す
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
、
養
育
し
て
い

る
父
母
等
に
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

⑴
手
続
き
（
請
求
）

　
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
必
要
書
類
が
全
て
揃
わ
な
い
と
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
特
別
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書

　
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

②
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

ま
た
は
抄
本
（
本
籍
地
に
て
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。）

※
発
行
後
１
ヶ
月
以
内
の
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

③
児
童
の
障
害
の
程
度
に
つ
い
て
医
師

の
診
断
書
（
所
定
様
式
に
よ
り
ま
す
。）

※
療
育
手
帳
や
身
体
障
害
者
手
帳
を
取

得
し
て
い
る
方
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
診

断
書
に
か
え
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
窓
口
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

※
発
行
後
３
ヶ
月
以
内
の
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

④
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
書
類

　
（
請
求
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
）

⑤
そ
の
他
の
必
要
な
書
類

⑵
手
当
額

　
手
当
額
は
児
童
の
障
害
の
程
度
に
応

じ
て
決
ま
り
ま
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
定

の
所
得
を
超
え
て
い
る
方
は
受
給
で
き

ま
せ
ん
。
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
奈
良

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

［
令
和
５
年
４
月
改
正
］

１
級　
５
３
，
７
０
０
円

２
級　
３
５
，
７
６
０
円

⑶
支
給
方
法

　
手
当
は
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
原
則
と
し
て
、年
３
回
（
４
月
、８
月
、

11
月
）、
請
求
者
の
指
定
し
た
金
融
機
関

の
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
家
庭
推
進
室

　
（
安
堵
町
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
１

※
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
右
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま
た
は
母
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
や
、

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
児
童
が
養
育
さ
れ
て
い
る
家
庭
の

生
活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

⑴
手
当
を
受
給
で
き
る
方

　
①
か
ら
⑨
の
い
ず
れ
か
の
受
給
要
件

に
あ
て
は
ま
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る

母
ま
た
は
監
護
し
、
か
つ
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
、
あ
る
い
は
母
ま
た
は
父
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
で
い
う
「
児
童
」

と
は
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
を
い
い

ま
す
が
、
児
童
の
心
身
に
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま

で
に
な
り
ま
す
。

【
受
給
要
件
】

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
（
離
婚
等
）
し

た
児
童

②
父
（
母
）
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
（
母
）
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
（
概
ね
重
度
以
上
の
障
害
）
の
状

態
に
あ
る
児
童

④
父
（
母
）
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

⑤
父
（
母
）
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
（
母
）
が
配
偶
者
か
ら
暴
力
の
防

止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律

第
10
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
命
令（
保

護
命
令
）
を
受
け
た
児
童

⑦
父
（
母
）
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

⑨
前
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か

で
な
い
児
童

⑵
手
続
き
（
認
定
請
求
）

※
必
要
書
類
が
全
て
揃
わ
な
い
と
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

①
児
童
扶
養
手
当
認
定
請
求
書

　
（
窓
口
に
あ
り
ま
す
。）

②
請
求
者
及
び
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

ま
た
は
抄
本
（
本
籍
地
に
て
取
得
し
て

く
だ
さ
い
。）

※
発
行
後
１
ヶ
月
以
内
の
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

③
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
書
類

（
請
求
者
名
義
の
通
帳
の
写
し
）

④
そ
の
他
の
必
要
な
書
類

⑶
手
当
額

　
請
求
者
ま
た
は
配
偶
者
及
び
扶
養
義

務
者
（
同
居
し
て
い
る
請
求
者
の
父
母

や
兄
弟
姉
妹
な
ど
）
の
前
年
所
得
（
１

月
か
ら
９
月
の
間
に
請
求
さ
れ
た
場
合

は
前
々
年
所
得
）
と
、
税
法
上
の
扶
養

す
る
人
数
に
応
じ
規
定
さ
れ
て
い
る
所

得
制
限
限
度
額
※
に
よ
り
、
支
給
区
分

が
決
ま
り
ま
す
。（
全
部
支
給
、
一
部
支

給
、
全
部
停
止
）

※
所
得
制
限
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
奈

良
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

全
部
支
給
の
場
合
の
手
当
額
等

［
令
和
５
年
４
月
改
正
］

児
童
１
人
の
手
当
額
４
４
，
１
４
０
円

２
人
目
の
加
算
額　
１
０
，
４
２
０
円

３
人
目
以
降
の
加
算
額
６
，
２
５
０
円

⑷
支
給
方
法

　
手
当
は
認
定
さ
れ
る
と
、
請
求
日
の

属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
原
則
と
し
て
、年
６
回
（
１
月
、３
月
、

５
月
、
７
月
、
９
月
、
11
月
）、
請
求
者

の
指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
へ
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
家
庭
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
１

※
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
右
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て（
制
度
案
内
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て（
制
度
案
内
）

お
し
ら
せ
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【
事
業
内
容
】

　
町
が
委
託
し
た
事
業
者
が
居
宅
に
出

向
い
て
理
美
容
を
行
っ
た
場
合
の
出
張
、

移
動
に
要
す
る
経
費
を
町
が
負
担
し
、

居
宅
で
手
軽
に
理
美
容
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

※
理
美
容
に
か
か
る
費
用
は
自
己
負
担

で
す
。

【
対
象
】

　
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
６
５
歳
以
上

で
心
身
の
障
害
及
び
疾
病
等
の
理
由
に

よ
り
寝
た
き
り
等
で
一
般
の
理
美
容
所

に
出
向
く
事
が
困
難
な
方　

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
０

　
ＦＡＸ
５
７-

１
５
９
２

「
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
」
ご
案
内

　
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ　

安
堵
す
る
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、
一
般

不
妊
治
療
費
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
一
般
不
妊
治
療
に
か
か
っ
た
自
己
負

担
額
の
５
万
円
（
１
年
度
あ
た
り
）
を

限
度
に
、
治
療
を
受
け
た
日
の
年
度
か

ら
５
年
間
助
成
し
ま
す
。

　
令
和
５
年
３
月
１
日
～
令
和
６
年
２

月
29
日
の
治
療
分
の
申
請
期
限
は
、
令

和
６
年
３
月
５
日
ま
で
で
す
。

　
該
当
す
る
治
療
方
法
や
申
し
込
み
方

法
、必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
０

　
ＦＡＸ
５
７-

１
５
９
２

一
般
不
妊
治
療
費
の

�
一
部
助
成
の
お
知
ら
せ

　
生
ま
れ
つ
き
耳
の
聞
こ
え
に
障
が
い

を
も
つ
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
よ
そ
１
０
０

０
人
に
１
～
２
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
の
障
が
い
を
早
期
に
発
見
し
、

支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、
こ
と
ば
の
発

達
の
遅
れ
な
ど
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
新
生
児
聴
覚
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〇
対
象
者

令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ

た
子
ど
も

〇
対
象
と
な
る
検
査
と
助
成
額

次
の
検
査
の
い
ず
れ
か
１
回
で
、
上

限
額
を
超
え
る
場
合
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

•

自
動
Ａ
Ｂ
Ｒ
（
自
動
聴
性
脳
幹
反
応
）

検
査　
４
０
０
０
円

•

Ｏ
Ａ
Ｅ
（
耳
音
響
放
射
）
検
査

　
１
５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
０

　
ＦＡＸ
５
７-

１
５
９
２

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の

�

一
部
助
成
を
開
始
し
ま
す

　令和５年４月29日（土・祝）に開催を予定しておりました第49回安堵町民体育祭は、新型コロナウイル
ス感染症対策等の諸事情により、令和５年度に限り、10月下旬ごろに開催を延期します。
　新しい日程が決まりましたら広報及びホームページなどでお知らせします。
　ご迷惑をおかけしますが、何卒ご理解いただきますようお願いします。

第49回　安堵町民体育祭の開催の延期について

安堵町民体育祭実行委員会
お問い合わせ：安堵中央公園体育館（火曜休館）
　　　　　☎５８－４０１１

お
し
ら
せ
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うた・手遊び

新聞紙遊び

＜昨年度の様子＞

＜2023年度遊びましょうの案内＞
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

◎園庭で遊ぼう
◎お散歩
◎エプロンシアター
◎スタンプ遊び
◎新聞紙遊び
◎体を動かして遊ぼう
◎絵本の読み聞かせ
◎風船遊び
◎作って遊ぼう（クリスマスカード）

1月
2月
3月

◎うた・手遊び
◎お絵描きを楽しもう
◎お楽しみ会

毎月、第３火曜日に行います。
時間は、10：30～11：00です。

※内容が変更になることもありますのでご了承ください。
※感染予防対策として、検温・保護者の方はマスク着用に、ご協力
　ください。また、概ね1時間程度の利用でお願いします。

　
子
育
て
中
の
親
は
本
当
に
お
出
掛
け
す
る
の
も
遊
び
に
行
く
の
も
大
変
で
す
よ
ね
。
そ
ん

な
時
に
気
軽
に
遊
び
に
来
れ
る
広
場
で
す
。

　
子
育
て
広
場
あ
か
り
は
、
安
堵
こ
ど
も
園
２
階
に
あ
り
、
園
児
た
ち
の
元
気
な
声
や
、
楽

し
く
遊
ぶ
姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
感
染
予
防
対
策
を
取
り
な
が
ら
広
場
を
開
放
し
て

い
ま
す
の
で
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

開
館
日
　…

　月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

対
　象
　…

　安
堵
町
に
居
住
す
る
小
学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

お
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
広
場
あ
か
り
　
☎
５
７－

２
８
２
３

　
保
護
者
の
労
働
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
、
一
時
的
に
保
育
が
必
要
で
あ
れ
ば

安
堵
こ
ど
も
園
で
、
一
時
預
か
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

対
　象
　…

　７
ヶ
月
以
上
〜
未
就
園
児

と
　き
　…

　平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
時
預
か
り
事
業

　
子
ど
も
の
こ
と
、
毎
日
の
育
児
に
つ
い
て
の
お
悩
み
な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
を
保
育
士
と

ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

と
　き
　…

　毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　…

　安
堵
こ
ど
も
園

※

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
者
支
援
事
業(

個
別
相
談)

子育て広場あかり
～遊びましょう～

と　き　４月18日（火）
　　　　午前10時30分～11時
ところ　安堵こども園２階
内　容　園庭で遊ぼう
（雨天の場合：
　触れ合い遊び）

笑いましょう ！遊びましょう ！集まりましょう ！

子
育
て
広
場
あ
か
り

◎参加人数の制限はありません。
　たくさんのお子さんが参加し
てくれることを楽しみにして
います。

助産師さんが来られます！
遊んだ後でもお話や相談ができます。

是非お越しください。

お
し
ら
せ
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４月 ５月
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1 可燃

資源

2 3 4 可燃

資源

5

3 可燃

資源

4 5 6 可燃

資源

7 8 可燃

資源

9 10 11 可燃
資源

12

10 可燃
資源

11 12 13 可燃
資源

14 15 可燃
資源

16 17 リサイクル 18 可燃
資源

19

17 可燃
資源

18 19 リサイクル 20 可燃
資源

21 22 可燃
資源

23 24 不燃
小型家電

25 可燃
資源

26

24 可燃
資源

25 26 不燃
小型家電

27 可燃
資源

28 29 可燃
資源

30 31

有害

４月 ５月
月 火 水 木 金 月 火 水 木 金

1 2 可燃

資源

3 リサイクル 4 5 可燃

資源

3 4 可燃

資源

5 リサイクル 6 7 可燃

資源

8 9 可燃

資源

10 不燃
小型家電

11 12 可燃
資源

10 11 可燃
資源

12 不燃
小型家電

13 14 可燃
資源

15 16 可燃
資源

17 18 19 可燃
資源

17 18 可燃
資源

19 20 21 可燃
資源

22 23 可燃
資源

24 25 26 可燃
資源

24 25 可燃
資源

26 27 28 可燃
資源

29 30 可燃
資源

31

有害

お問い合わせ　住民課　厚生係　☎５７－１５１１（代）

※�不燃ごみの『スプレー缶・カセット式ボンベ、使い捨てライター等』は収集時に、収
集車で火災がおこり、人命に関わる事故になる恐れがありますので、中身を使い切っ
てから、必ずガス抜きを行ってください。
※「使い捨てライター・チャッカマン」は不燃ごみで出してください。

安堵町ごみカレンダー
（2023.4月～2023.5月）

ごみは
午前8時までに
　出してください。日頃より、ごみの分別収集にご協力いただきありがとうございます。

『安堵町ごみカレンダー』をお知らせします。
☆収集方法変更についてのお知らせ☆
令和５年４月から、【小型家電ごみ】につきまして、透明の袋に入れず、そのまま出して頂きますよ
うにお願いします。

北コース 東安堵・飽波・笠目・小泉苑・あつみ台・東安堵マンション地区収集
地区

南コース 東安堵南・岡崎・窪田・西安堵・新法隆寺・興人・柿の里・若草の里・かしの木台収集
地区

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
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※日程等は都合により変更になる場合があります。毎月の広報や個人通知でご確認ください。
【乳幼児健康診査・相談】� ＊場所は福祉保健センター　＊対象者には通知します

令和５年度　年間健康カレンダー（予定）

４か月児
健康診査

７か月児
健康相談

10か月児
健康診査

12か月児
健康相談

1歳6か月児
健康診査

2歳児親子
歯科健康診査

3歳児
歯科健康診査

3歳6か月児
健康診査

4月 20日（木）
5月 9日（火） 9日（火） 9日（火） 9日（火） 26日（金） 26日（金）
6月 13日（火）
7月 11日（火） 11日（火） 11日（火） 11日（火）
8月 24日（木）
9月 12日（火） 12日（火） 12日（火） 12日（火） １日（金） 1日（金）
10月 3日（火）
11月 14日（火） 14日（火） 14日（火） 14日（火）
12月 21日（木） １日（金） 1日（金）
1月 16日（火） 16日（火） 16日（火） 16日（火） 30日（火）
2月
3月 12日（火） 12日（火） 12日（火） 12日（火） 1日（金） 1日（金）
受付
時間

午後 午前 午後 午前 午後 午後 午後 午後
＊受付時間を区切り指定します

対象者 満3か月15日
～4か月児

満6か月～
7か月児

満9か月～
10か月児

満12か月～
13か月児

満1歳6か月～
1歳9か月児

満2歳～2歳6
か月児とその
保護者

満3歳～3歳6
か月児

満3歳6か月～
3歳9か月児

【妊産ママのボディケア＆カフェ】
対　象：妊娠後期の妊婦、産後８か月頃までのママと子ども
　　　　※対象者には通知します。
参加費：無料（要予約：開催日の前日まで）
内　容：理学療法士によるボディケア
　　　　助産師による母乳相談
　　　　子どもの身体測定
　　　　お母さん同士の交流や情報交換など
　　　　※赤ちゃんの兄姉は、子育てボランティア B

び
e －輪

わ

　　　　　による託児があります。（託児代�200円）

【９月までの開催日程】
　４月13日（木）　７月19日（水）
　５月17日（水）　８月17日（木）
　６月21日（水）　９月21日（木）

【助産師による母乳・育児相談】
と　き：毎週月、火、水、金曜日　午前９時30分～正午（要予約）
対　象：妊婦及びパートナー、子育て中の方
相　談：無料
内　容：母乳や育児等子育てに関すること
持ち物：母子健康手帳、バスタオル
　　　　母乳相談希望の方は、フェイスタオル２枚

【医療機関での予防接種】計画を立てて医療機関に予約し、接種してください。
乳　幼　児：ロタ・B型肝炎・ヒブ・肺炎球菌・BCG・四種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風・不活化ポリオ）
　　　　　　麻しん風しん混合（MR）1期 ･2期・水痘（水ぼうそう）・日本脳炎１期
小学生以降：日本脳炎２期・二種混合（ジフテリア・破傷風）・子宮頸がんワクチン　
※転入等で予診票をお持ちでない方は、健康福祉推進室までご連絡ください。
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【健康相談】

【集団検診】

【医療機関での個別検診】　※必ず、受診票が必要です。

○健康相談（予約優先）� � 時間：午前９時～11時30分
　ところ：福祉保健センター� ※予約の場合は、午後も可能です。

受付時間　午前：午前９時～11時30分　午後：１時～３時30分　（時間を区切り指定します。）
胃部Ｘ線検診は午前のみ　胃部Ｘ線検診を受けられない方は、午後の部へ優先してご案内させていただきます。
８月８日午後は胸部Ｘ線検査と便潜血反応検査（容器回収）、前立腺検診、B・C型肝炎ウィルス検査のみ実施します。

　　受診期間：令和５年４月１日～令和６年２月29日

☆場所はいずれも福祉保健センター　　　☆対象年齢は令和６年３月31日現在です。
☆上記の検診は、加入医療保険にかかわらず、対象年齢になられましたら受診できます。
☆集団検診は年間予約制です。６月頃に日程・受付時間を指定して個人通知します。
　予約希望の方は至急健康福祉推進室（福祉保健センター内）へご連絡ください。
☆生活保護受給者は検診料無料。料金徴収時にお申し出ください。

子宮頸部検診 乳房検診（マンモグラフイ） 胃内視鏡検診
【対象】20歳以上の女性
【料金】2,000円

【対象】40歳以上の女性
【料金】1,500円～2,600円
（年齢・医療機関により異なります。）

【対象】50歳以上の方
【料金】4,000円～5,000円
（医療機関により異なります。）

○受診票発行：福祉保健センター（受診票の発行は受診前に必要です。）
○生活保護受給者は検診料無料。受診票発行時にお申し出ください。
○子宮頸部検診・乳房検診・胃内視鏡検診は２年に１回の検診となりますので、令和４年度に安堵町が実施した検診
を受けた方は、今年度は受診できません。

○対象年齢は、令和６年３月31日現在です。
【健康づくり教室】については、広報等で随時お知らせします。
○日時等は都合により変更になる場合がありますので、広報でご確認ください。

対象 料金 ６　月 ８月 ９月
胃部Ｘ線検診 35歳以上の方 800円 15日（木）�午前

16日（金）�午前・
午後
25日（日）�午前
26日（月）�午前・
午後

8日（火）午前・
午後
9日（水）�午前

9日（土）�午前
便潜血反応検査
（容器回収）

300円

胸部Ｘ線検診 40歳以上の方 200円
喀痰検査300円

前立腺検診 50歳以上の男性 500円
B・C型肝炎
ウイルス検診

40歳以上の未検
査の方

300円

乳房検診 40歳以上の女性 1500円

　9月29日（金）午前・午後
10月11日（水）午前・午後
　　　12日（木）午前・午後
　　　15日（日）午前
　　　23日（月）午前
　　　24日（火）午前

※令和４年度に安堵町の受
　診券で検診を受けられた
　方は、今年度は受診でき
　ません。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
10日（月） 8日（月） 12日（月） 10日（月） 21日（月） 11日（月）

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月
16日（月） 13日（月） 4日（月） 15日（月） 5日（月） 11日（月）

お問い合わせ　健康福祉推進室 (安堵町福祉保健センター内 )　☎５７－１５９０　FAX５７－１５９２
　　　　　　　保健師直通メール：sukoyaka@town.ando.lg.jp

≪健康相談内容≫
健康相談、血圧測定、体組成測
定、腹囲測定、尿検査（蛋白・糖・
潜血・塩分濃度）など
＊8～11月は管理栄養士による
　栄養相談もあります。
≪対象≫町住民の方
≪料金≫無料（ただし尿中塩分
　濃度測定のみ1回100円）
≪持ち物≫健康ファイル、健診
　結果等
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令和５年度　年間健康カレンダー（予定）

対象者
40歳以上（令和６年３月末現在）の安堵町在住の方で次の要件を満たす方
・国民健康保険加入者
・後期高齢者医療保険加入者
・生活保護受給者（集団健診のみ）

料　金
国民健康保険加入者　1,000円
後期高齢者医療保険加入者　500円
生活保護受給者　無料（集団健診のみ）

内　容

問診　身体・腹囲測定　検尿　診察　血圧測定
血液検査（脂質　血糖　肝機能　腎機能　尿酸　貧血）
心電図検査　集団健診では全員実施です。
　　　　　　個別健診では医療機関により異なります。
＊眼底検査　集団健診では医師が必要と認めた方のみ実施します。
　　　　　　個別健診では必要に応じて他院を紹介します。（保険診療実費負担）
＊医療機関にかかっている方も特定健診の対象者です。
人間ドックや医療機関で検査を受けている方には、健診結果の提供をお願いしています。

と　き

　6月16日（金）午前・午後
　　　25日（日）午前
　　　26日（月）午前・午後
　8月　8日（火）午前
　　　　9日（水）午前

受　付
時　間

午前の部：午前９時～11時30分
午後の部：午後１時～　3時30分
申込者には受付時間を区切り指定し、個人通知します。
胃部Ｘ線検診を受けられない方は、午後の部へ優先してご案内
させていただきます。
＊人数の都合で日時変更する場合があります。

実施機関名 所在地 電話番号 血液検査 心電図 眼底
山内醫院 安堵町 東安堵965-21 0743-59-5518 〇 〇 △
斑鳩の里内科醫院 斑鳩町 興留6-2-8 0745-74-2630 〇 〇 △
石崎整形外科・内科 斑鳩町 興留5-10-28 0745-75-5258 〇 〇 △
（医）勝井整形外科 斑鳩町 龍田西4-7-2 0745-75-3855 〇 〇 △
川本医院 斑鳩町 阿波2-5-1 0745-75-3471 〇 〇 △
坂本医院 斑鳩町 龍田2-3-12 0745-75-2023 〇 〇 △
KENレディースクリニック 斑鳩町 興留4-10-14　野口ビル1階 0745-74-0008 〇 △ △
なんのレディースクリニック 斑鳩町 興留5-14-8 0745-75-5623 〇 〇 △
藤岡内科医院 斑鳩町 幸前2-2-12 0745-74-6677 〇 〇 △
前田クリニック 斑鳩町 龍田西8-6-10 0745-75-5711 〇 〇 △
まつきクリニック 斑鳩町 法隆寺東1-5-10 0745-75-8002 〇 〇 △

安堵町の特定健康診査は、必須検査項目に心電図や腎臓の検査、尿酸値、貧血検査の詳細
検査項目を加えた充実した健診です。健康診査を受けて健康づくりに役立てましょう。

●集団健診（場所：福祉保健センター）
　（特定健康診査　胃部・胸部X線検診　便潜血反応検査　前立腺検診　同時実施）

●個別健診（場所：県内委託医療機関）
　（特定健康診査　胃部・胸部X線検診　便潜血反応検査　前立腺検診　同時実施）

＜回答はがきによる申し込み受付期間＞　令和５年４月14日（金）まで
　国民健康保険加入者及び、84歳までの後期高齢者医療保険加入者には個人通知しますので、健（検）診
回答ハガキに必要事項をご記入の上、返送してください。
　また、85歳以上の後期高齢者医療保険加入者は、直接電話でお申し込みください。

〈受診の流れ〉� ①４月初めに届くはがきに受けたい健診の「集団健診で受ける」に〇をつけて
� � 　返信する。→６月初めに日時案内と受診票が自宅に届く。�
� � ②指定された日時に福祉保健センターで特定健診等を受ける。
＊胃部 ･胸部 X線検診、便潜血反応検査、前立腺検診には別途検診費用が必要

〈受診の流れ〉� ①４月初めに届くはがきに特定健診「委託医療機関で受ける」に〇をつけて返信する。
� � 　→６月初めに受診券が自宅に届く。もしくは、受診券を住民課窓口で発行してもらう。
� � 　（月末は窓口での発行ができないため、郵送となります。）
� � ②医療機関に連絡し、健診の日時等を予約する。
� � ③予約をした医療機関で特定健診を受ける。

＜受付窓口及び問い合わせ先＞　個別健診受診券の発行について　住民課　☎５７－１５１１（代）
� 集団健診の申込や健診の内容・結果について　健康福祉推進室（福祉保健センター内）　☎５７－１５９０

※�△�と表示されている項目は、必要により他院への委託等により実施されます。
※他にも、県内多数の医療機関で受診可能です。他の医療機関は、役場窓口・奈良県医師会のホームページでも確認できます。
〈有効期間〉令和５年12月31日まで

令和５年度　特定健診実施機関一覧（一部抜粋）

胃部Ｘ線検診　800円� 胸部Ｘ線検診　200円（喀痰検査300円）
便潜血反応検査　300円� 前立腺検診　500円
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健康 カ レ ン ダ ーこ ど も

事業名 日　時 対　象 持ちもの 内　容　等

１歳６か月児
健康診査

４月20日（木）
午後：受付時間を区切り
　　　指定します

満１歳６か月～
１歳９か月児

母子健康手帳
アンケート用紙
バスタオル
みそ汁 50cc

身体計測、内科・歯科健診、
栄養・歯科・育児相談
みそ汁の塩分濃度測定

助産師による
母乳・育児相談
（個別相談）

※要予約

４月の月・火・水・金曜日
午前９時30分～正午

妊婦および
パートナー、
子育て中の方

母子健康手帳、
母乳相談希望の方は
フェイスタオル２枚

母乳や育児等子育てに関すること

妊産ママの
ボディケア＆カフェ
※要予約：開催日の

前日まで

４月13日（水）
午前９時20分～
午前11時30分

妊娠後期の妊婦と
産後８か月頃まで
のママと子ども

母子健康手帳、飲み物、
バスタオル
母乳相談希望の方は
フェイスタオル２枚
動きやすい服装でお越
しください。

「ママに大事な骨盤底筋」エクササイズ
母乳相談、子どもの身体測定、お母
さん同士の交流や情報交換など
※赤ちゃんの兄姉は、子育てボランテ

ィア Be－輪による託児あり
　（200円）

※対象者には通知します。（助産師による母乳・育児相談は除く。）
※場所は福祉保健センター

お と な

事業名 とき 対象 持ちもの 内容等

健康相談
４月10日（月）
午前９時～11時30分受付
※予約優先（予約の場合は午後

からの相談も可能）
町内

在住の方

健康ファイル
尿検査希望の方は、
朝起きてすぐの尿

（50cc 程度）

健康相談、血圧測定、体組成測定、
腹囲測定、尿検査（蛋白・糖・潜血・
塩分濃度）など
※尿中塩分濃度測定のみ料金
　100円が必要です。

こころの
相談室

４月12日（水）・26日（水）
午後１時～３時

（１人１時間程度）
※予約優先

気分が落ち込みやすい、最近イ
ライラしやすくなったなど、専
門の相談員がご相談に応じます。
ご本人だけでなく家族の方など
からの相談も可能です。

※場所は福祉保健センター

☆ ４月は未成年者飲酒防止強調月間です ☆

お問い合わせ　健康福祉推進室（福祉保健センター内）（☎57－1590　FAX 57－1592）

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
カ
ラ

ダ
も
コ
コ
ロ
も
歩
い
て
爽
快
！
み
な
さ

ん
で
楽
し
く
歩
き
ま
し
ょ
う
！

と
き
・
コ
ー
ス

◎
４
月
２
日
（
日
）

佐
保
川
の
桜　
約
７
㎞

午
前
９
時
30
分

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
改
札
口
を
出
た
と
こ
ろ

午
後
２
時
頃
Ｊ
Ｒ
郡
山
駅
解
散

※
雨
天
中
止

申
込
み　
不
要

参
加
費　
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
保
険

代
と
し
て
３
０
０
円

持
ち
物　
お
弁
当
、
水
な
ど
の
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
安
堵
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ス
タ
ン
プ
用
紙
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

＊
人
と
の
距
離
を
確
保
し
（
２
メ
ー
ト

ル
程
度
）、会
話
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
体
温
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
37・５
度
以
上
の
方
、
体
調
不
良
の
方

は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
変
更
・
中
止
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
０

　
ＦＡＸ
５
７-

１
５
９
２

安
堵
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ご
案
内
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出
産
後
の
お
母
さ
ん
の
不
安
な
時
期

を
応
援
す
る
た
め
、
助
産
院
で
心
身
の

ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
産

後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
安
堵
町
に
お
住
ま
い
の
産

後
１
年
未
満
の
お
母
さ
ん
と
お
子
さ
ん

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

で
す
。

①
お
母
さ
ん
の
体
調
や
育
児
に
不
安
が

あ
る
方

②
家
族
等
か
ら
育
児
や
生
活
の
協
力
が

得
ら
れ
な
い
方

利
用
に
つ
い
て

　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
利
用
さ
れ

る
ご
本
人
の
申
請
が
必
要
で
す
。

接
種
回
数　
１
回

※
過
去
に
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
は
公
費
負
担
の
対
象
外
で
す
。

接
種
期
間　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
翌
年
３
月
31
日
ま
で

接
種
費
用
（
自
己
負
担
額
）

　
４
，
０
０
０
円

　
た
だ
し
、助
産
院
の
空
き
状
況
に
よ
っ

て
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
日
程
に
余
裕
を
も
っ
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　
母
子
健
康
手
帳

　

産
後
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
は
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
０

　
ＦＡＸ
５
７-

１
５
９
２

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
。

※
接
種
希
望
者
は
、福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

で
、
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
66
歳
以
上
の
定
期
接
種
以
外
の
年
齢

で
希
望
さ
れ
る
方
（
任
意
接
種
）
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
65
歳

の
方
の
み
が
定
期
予
防
接
種
の
対
象

に
な
り
ま
す

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
推
進
室

　
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
５
７-

１
５
９
０

　
ＦＡＸ
５
７-

１
５
９
２

安
堵
町
産
後
ケ
ア
事
業
の
ご
案
内

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

産後ケア事業

場 所 心友（こと）助産院
（広陵町大字三吉260－3）

内 容
・お母さんの身体や心のケア
　（身体の休養、乳房ケアなど）
・赤ちゃんの健康・発育などの相談
・授乳・沐浴などの育児相談

宿泊型 デイサービス型
（日帰り）

利用時間
原則
10時～翌日10時
（昼・夕・朝食
付き）

原則
10時～18時
（昼・夕食付き）

利用限度 １回の出産に
つき６泊

１回の出産に
つき７日

自己負担額
１泊6,000円
生活保護世帯
1,000円

１日　2,500円
生活保護世帯
500円

＊多胎児の場合は、宿泊型3,000円、デイサービ
ス型1,250円が加算されます。

＊利用日の前々日の午後５時までに連絡なくキャ
ンセルされた場合は、キャンセル料（宿泊型
6,000円、デイサービス型2,500円）がかかり
ます。

令和５年度　定期予防接種対象者

65歳 昭和33年４月２日～34年４月１日生

70歳 昭和28年４月２日～29年４月１日生

75歳 昭和23年４月２日～24年４月１日生

80歳 昭和18年４月２日～19年４月１日生

85歳 昭和13年４月２日～14年４月１日生

90歳 昭和　8年４月２日～　9年４月１日生

95歳 昭和　3年４月２日～　4年４月１日生

100歳以上 大正12年４月１日以前にお生まれの方

け
ん
こ
う
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April 2023

 印
日
は
開
室
日

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

４
月 

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー 30

本の窓
安堵町図書室
福祉保健センター２階　☎・FAX とも57-1600
[ 利用時間 ] 午前10時～午後５時

今月のこの本読んで!

おすすめのポイント

本屋大賞ノミネート作品

あなたが選ぶ大賞は？　予想投票やってます!!

本屋大賞の発表が、いよいよ４月12日にせまっています。
ノミネート作品の中であなたならどの本を大賞に選びますか？
ぜひ予想して、図書室のコーナーで投票シールを貼ってください。

・「川のほとりに立つ者は」　寺地はるな（双葉社）
・「君のクイズ」　　　　　　小川　哲（朝日新聞出版）
・「宙ごはん」　　　　　　　町田そのこ（小学館）
・「月の立つ林で」　　　　　青山美智子（ポプラ社）
・「汝、星のごとく」　　　　凪良ゆう（講談社）

・「方舟」　　　　　　　　　　夕木春央（講談社）
・「♯真相をお話します」　　　結城真一郎（新潮社）
・「爆弾」　　　　　　　　　　呉　勝浩（講談社）
・「光のとこにいてね」　　　　一穂ミチ（文藝春秋）
・「ラブカは静かに弓を持つ」　安壇美緒（集英社）

2023

あなたの予想は
　　あたるカナ

ノミネート作品
どれも面白いよ

なかやみわ／著　　出版社／童心社

いろんなのりものがでてきてとってもウキウキ
します。
� たつたそうすけさん

「くろくんとふしぎなともだち」

図書室
工作クラブ

絵本・紙しばいなど、楽しいお話がいっぱい。
みんなで来てください。
と　き　４月１日（土）　５月６日（土）
　　　　午前11時〜11時30分
ところ　安堵町図書室
対　象　幼児から小学校低学年

と　き　◎４月25日（火）　午前10時～正午まで
内　容　脳が活性化する簡単な体操、ゲームやレクリエー

ションなど
ところ　安堵町福祉保健センター　２階
参加費　無料
※マスクを着用して来てください。
※当日は体温を確認してください。
　37.5度以上の方、体調不良の方は参加をお控えください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更になる可
能性があります。

お問い合わせ　健康福祉推進室（福祉保健センター内）
　　　☎�５７－１５９０　FAX�５７－１５９２

「ほっとあんどサロン」～こころがほっこりするサロン～

道具はこちらで用意します。申し込み不要。
　と　き　４月26日（水）
　　　　　午後３時30分〜４時30分
　ところ　福祉保健センター２階会議室
　対　象　小学生以上（保護者同伴であれば幼児も可）

安堵町図書室に所蔵していない本は、
県内の図書館から取り寄せて利用するこ
とができます。詳しくは図書室カウンター
へお尋ねください。

～安堵町図書室に所蔵していない本の利用について～

本
の
窓
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当
館
茶
室
「
杏き

ょ
う
菴あ

ん
」
で
行
う
初
心
者

向
け
の
講
習
で
す
。
茶
室
へ
の
入
り
方

か
ら
お
茶
の
頂
き
方
ま
で
の
茶
道
の
基

本
的
な
作
法
や
、
お
茶
の
点た

て
方
な
ど

が
学
べ
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
の

で
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と　
き

①
5
月
13
日
（
土
）
②
5
月
20
日
（
土
）

③
5
月
27
日
（
土
）
④
6
月
3
日
（
土
）

⑤
6
月
10
日
（
土
）

各
回
と
も
10
時
～
正
午
頃
ま
で

指　
導　

　
松ま

つ
田だ

宗そ
う
博は

く
先
生
（
茶
道
裏
千
家
講
師
）

　
北き

た
森も

り
宗そ

う
華か

先
生
（
茶
道
裏
千
家
講
師
）

費　
用　
２
，
５
０
０
円
（
5
回
分
）

定　
員　
未
経
験
・
初
心
者
の
方
8
名

申　
込　
4
月
12
日
（
水
）
か
ら

　
　
　
　
５
月
8
日
（
月
）
ま
で

※
当
館
窓
口
ま
た
は
電
話
に
て

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

　
平
楽
寺
は
飽
波
神
社
の
南
方
、
寺
垣

内
に
あ
っ
た
寺
院
で
、
聖
徳
太
子
の
創

建
や
戦
国
時
代
末
期
の
筒
井
氏
に
よ
る

再
興
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時

代
に
は
廃
寺
処
分
と
な
り
ま
す
が
、
寺

垣
内
が
管
理
す
る
地
蔵
堂
と
し
て
法
会

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

令
和
3
年
、
老
朽
化
に
よ
り
お
堂
が
取

り
壊
さ
れ
、
長
年
行
わ
れ
て
き
た
営
み

も
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
展
示
で
は
、
旧
平
楽
寺
の
什じ

ゅ
う

物も
つ

を

中
心
に
、
安
堵
と
筒
井
氏
と
の
関
わ
り

や
、
廃
寺
後
も
地
域
の
人
々
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
営
み
に
つ
い
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　

安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

 

（
大
字
東
安
堵
１
３
２
２
）

 

☎
５
７-

５
０
９
０

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
火
曜
休
館
日
）

入
館
料　
大
人 

２
０
０
円

　
　
　
　

大
・
高
生 

１
０
０
円

　
　
　
　

小
・
中
生 

５
０
円

※
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
は
無
料

資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
us.ando-rekim

in.jp/

しだれ桜（勤三桜）

４月の花４月の花

昨年の茶道講習

旧平楽寺石仏

企
画
展

「
平 

楽 

寺

 

－

什
物
と
地
域
の
営
み

－

」

期　
　
間　
5
月
31
日
（
水
）
ま
で

開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
※
最
終
入
館
は
午
後
4
時
ま
で

休�

館�

日　
毎
週
火
曜
日

《
関
連
行
事
》

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　
（
職
員
に
よ
る
展
示
紹
介
・
解
説
）

と　
　
き　
①
4
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　
　
②
5
月
13
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら
約
30
分
間

と　
こ　
ろ　
館
内
特
別
展
示
室

参　
加　
費　
入
館
料

※
入
館
者
は
随
時
ご
参
加
可
能
で
す
。

は
じ
め
て
の
茶ち
ゃ
道ど
う
講
習
（
全
５
回
）

参 

加 

者 

募 

集 

歴
史
民
俗
資
料
館
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相談日　４月11日（火）
時　間　午後１時〜３時
ところ　役場３階  会議室
相談員　人権擁護委員・行政相談委員
※相談は無料、秘密は守られます。
お問い合わせ　総合政策課　☎57－1511（代）

人権・行政相談日

相談日　４月17日（月）
時　間　午後１時～４時　※１人30分以内
対　象　町内在住の方
受　付　相談日の５日前（４月12日（水））
　　　　までに予約　※先着６名

予約・お問い合わせ
　　　　総合政策課　☎５７－１５１１（代）

弁護士による住民無料法律相談

〇
森
林
環
境
譲
与
税
と
は

　

日
本
の
森
林
は
、
国
土
の
約
７
割
。

こ
の
豊
か
な
森
林
が
持
つ
多
く
の
機
能

を
生
か
す
た
め
に
は
、
森
林
を
し
っ
か

り
と
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
林
業
の
採
算
性
の
低
下
や
、

所
有
者
が
不
明
な
森
林
の
顕
在
化
、
担

い
手
の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
手
入
れ
不

足
の
森
林
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
に
、
市

町
村
に
よ
る
森
林
整
備
等
の
新
た
な
財

源
と
し
て
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
の
譲

与
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

〇
森
林
環
境
税
お
よ
び
森
林
環
境
譲
与

税
の
仕
組
み

•

森
林
環
境
税

地
方
の
固
有
財
源
と
し
て
、
市
町
村

お
よ
び
都
道
府
県
に
対
し
て
、
森
林

環
境
譲
与
税
と
し
て
譲
与
さ
れ
ま
す
。

•

森
林
環
境
譲
与
税

法
令
上
使
途
を
定
め
、
市
町
村
は
森

林
の
間
伐
や
人
材
育
成
・
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓

発
等
の
森
林
整
備
お
よ
び
そ
の
促
進

に
関
す
る
費
用
に
、
都
道
府
県
は
市

町
村
に
対
し
支
援
等
を
行
う
費
用
に

充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

い
ま
す
。

〇
森
林
環
境
税
の
課
税
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
森
林
環
境

税
の
財
源
と
な
る
「
森
林
環
境
税
」

の
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。

•

森
林
環
境
税
は
、
国
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
国

税
で
、
一
人
年
額
１
，
０
０
０
円
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

〇
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

　
安
堵
町
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
受
け
入
れ
る
た
め
、
平
成
31
年
３

月
、
安
堵
町
森
林
環
境
基
金
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
、
今
後
の
木
材
の
利

用
促
進
や
普
及
啓
発
に
役
立
て
て
い

き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
☎
５
７-

１
５
１
１
（
代
）

４月１１日（火） １０月１１日（水）

５月１１日（木） １１月１０日（金）

６月　９日（金） １２月１１日（月）

７月１１日（火） 　１月１１日（木）

８月１０日（木） 　２月　９日（金）

９月１１日（月） 　３月１１日（月）

人権・行政相談（年間予定）　令和５年度

年間日程（予定）

４月17日（月）

６月19日（月）

８月21日（月）

10月16日（月）

12月18日（月）

２月19日（月）

け
い
じ
ば
ん
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運
動
不
足
解
消
、
ス
ト
レ
ス
発
散
し

な
が
ら
、
和
太
鼓
を
叩
く
楽
し
さ
を
体

験
し
ま
せ
ん
か
。
老
若
男
女
問
わ
ず
、

一
人
一
人
の
技
術
や
体
力
に
応
じ
て
、

基
礎
か
ら
練
習
で
き
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

友
達
同
士
や
親
子
で
の
ご
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き

※
日
程
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
最
終
回
に
発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

と
こ
ろ　
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　
和
太
鼓
い
か
る
が

生
涯
学
習
講
座

和
太
鼓
体
験
講
座
（
10
期
生
）
募
集

対
象
・
募
集
定
員

　
町
在
住
・
在
勤
の
方
18
名
程
度

（
小
学
生
以
上
で
、
継
続
し
て
の
参
加
が

可
能
な
方
）

※
先
着
順
。

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
方
法

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

４
月
３
日
（
月
）
～
４
月
21
日
（
金
）

受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

　
〈
土
・
日
・
祝
日
も
受
付
可
〉

　
※
電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
場
所

　
ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
５
７-

２
２
８
１　
※
火
曜
休
館

　

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、

病
弱
教
育
対
象
生
徒
の
保
護
者
や
担
任

等
に
対
し
て
、
教
育
に
つ
い
て
の
理
解

と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
教
育
相
談
・

体
験
学
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
相
談

〇
内
容　
病
弱
教
育
対
象
の
生
徒
の
進

学
に
関
す
る
相
談
や
学
校
生
活
上
の
指

導
・
支
援
に
つ
い
て

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

相
談
日
は
、
ご
希
望
に
よ
り
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

第
１
回
体
験
学
習

〇
対
象　
病
弱
教
育
対
象
の
中
学
３
年

生
の
保
護
者
・
担
任

と　
き　
６
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
20
分
～
４
時

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

　
（
担
当　
教
育
支
援
部
）

〇
連
絡
先

　
高
市
郡
明
日
香
村
川
原
４
１
０

　
☎
０
７
４
４-

５
４-

３
３
８
０

※
学
校
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（「
明
日
香
養
護
学
校
」
で
検
索
）

※
実
施
方
法
や
開
催
日
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

１ ２ ３ ４

安堵町人権・同和問題啓発活動推進本部

「 てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１
テンイチ

１（毎月11日は 
人権を確かめあう日）という意味です。

毎月11日は人権を確かめあう日です

全12回　土曜日
午前10時～正午
月 日
5月 13日
6月 3日・10日・24日
7月 8日・22日
8月 12日・26日
9月 9日・23日
10月 7日・28日

け
い
じ
ば
ん
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  出荷者募集中！

お問い合わせ　まちづくり推進課　☎57－1511（代）

毎週日曜　朝９時　安堵中学校南側

町内の朝採り野菜を安価で提供

※エコバッグの持参にご協力をお願いします。

売切れ次第閉店 雨天でも開催

と　
き

　
６
月
～
11
月　
木
曜
日　

　
全
44
回　
午
前
10
時
～
午
後
３
時�

と
こ
ろ

　
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数

　
20
名�(

選
考
を
実
施)

選
考
日
時

　
５
月
18
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～

　
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
研
修
室
に
て

応
募
条
件

全
回
出
席
で
き
、
修
了
後
も
活
動
の

意
思
が
あ
る
こ
と
。

受
講
料

　
５
，
０
０
０
円

（
全
課
程
88
時
間
分
・
テ
キ
ス
ト
代
及

び
資
料
代
は
別
途
要
）

２
０
２
３
年
度�

要
約
筆
記
者
養
成

講
座
（
手
書
き
コ
ー
ス
）
の
ご
案
内

申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

持
参
・
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
所
定
の
様
式
は
、

下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
間

４
月
１
日
（
土
）
～

５
月
12
日
（
金
）
午
後
５
時

（
日
祝
日
を
除
く
）

※
厳
守

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
橿
原
市
大
久
保
町
３
２
０
番
地
11

　
奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内

　
奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
４
４-

２
１-
７
８
８
０

　
ＦＡＸ
０
７
４
４-

２
１-
７
８
８
８

　
HP�https://nds-�center.nara.jp/

　

商
店
・
生
産
農
家
・
薬
局
な
ど
で
、

物
品
の
売
買
等
、
取
引
や
証
明
の
た
め

に
使
用
す
る
計
量
器
は
、
２
年
に
１
回

の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
院
・
診
療
所
・
学
校
等
の

健
康
診
断
に
使
用
さ
れ
る
体
重
計
も
同

様
に
定
期
検
査
が
必
要
で
す
。

と　
き

　
４
月
18
日
（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ

　
運
搬
の
困
難
な
は
か
り
の
所
在
場
所

手
数
料

　
１
台
に
つ
き
５
０
０
円
～

　
２
，
２
０
０
円
程
度

（
計
量
器
の
種
類
、
能
力
に
応
じ
て
手

数
料
が
変
わ
り
ま
す
）

お
問
い
合
わ
せ

　
奈
良
県
産
業
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
計
量
検
定
室
）

　
☎
０
７
４
２-

３
０-

４
７
０
５

計
量
器
（
は
か
り
）
の

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

け
い
じ
ば
ん

23 Heartful Information No.605



北方領土返還要求運動　奈良県民会議　優秀賞（（独）北方領土問題対策協会理事長賞）

　私は、昨年北方領土視察研修に参加しました。そこでは、今まで北方領土がどうなっていたのか、実際
に見聞きする事ができました。その時の感想を少し書いてみたいと思います。訪問してみて、まず驚いた
事は納沙布岬から見えた、国後島と歯舞群島です。距離は近いと知っていたけれど、もう手の届きそうな
所にあって、なぜこんなにも近いのに日本のものとして受け入れてくれないのか、疑問にも思いました。
それは、語り部の高岡さんも同じ思いで、八十歳になった今でも、「この怒りが消えない。」とおっしゃっ
ていました。そして、ビザなし交流では、暖かい人々もいれば、関係ないと拒絶する住民もいたそうです。
私は、優しい人もいるけれど、領土を譲らない人もいるから、住民同士の交流もとても大切だし、改めて
解決する事が難しい問題なんだと実感しました。北方領土は今もロシアに占領されており、日本とロシア
の問題は続いています。北方四島の返還について、安倍元首相とプーチン大統領が二十七回にも渡り、会
談を行い、ロシアと日本は平和条約の交渉を進める事が決まりました。しかし、今年のロシアのウクライ
ナ侵攻により、三十年間続いていた「ビザなし交流」が今年も再開の見通しが立たないそうです。元島民
二世の方は、「もう、再開することがないのかとすごく不安に思っている。」と言っています。私もニュー
スで見た時、とても驚きました。とても悲しく、再開できればいいなと願うことしかできなくて、悔しかっ
たです。
　安倍元首相が亡くなられた今、条約の交渉が途中で破棄されてしまったりとロシアと日本の関係は、ま
すます複雑になっているようです。安倍元首相は、プーチン大統領と個人的に仲よくしたり、元島民の方
と面会を繰り返すなど、北方領土問題にすごく力を注いでくれた人物だったんだと改めて思いました。私
も、亡くなられたことについては、とても衝撃を受けたし、とても悲しかったです。特に北方領土問題の
事について、たくさん交渉や会談を行ってくれていて、この問題の中心人物と言っても過言ではないと思
いました。私も、このバトンを途切れさせないために、自分自身、改めて勉強してみようと思いました。
　今年の二月から続いている、ウクライナ侵攻の影響により、北方領土は、ますます占領が強められてい
くばかりです。今、この瞬間も侵略され続けているウクライナ、空襲警報が鳴りシェルターへ逃げる日々、
このために戦って亡くなってしまった人々。そして人々を殺め、どんどん国を占領していくロシア。私は
思います。これでは、北方領土の時と同じだと。七十七年もの年月が経ち、大統領も変わっているはずな
のに、やる事がまず戦争をしかけることなのだということに気が付きました。戦争をしかければ、また第
二次世界大戦と同じ苦しみや悲しみが、それをしかけられた人々の間で起こることが、なぜ分からないの
か、衝撃でした。ロシア側は自分達の土地が増えるからいいかもしれないけれど、とられた側は、失うも
のがたくさんあるということを知らないんだなと思いました。今起きている戦争については他人事ではな
く、もっとしっかり考えようと思います。
　ビザなし交流などで、ロシア人と日本人は互いに信頼が生まれ、また、北方領土を故郷だと思っている
ロシア人も中にはいます。敵・味方でわれてしまうんじゃなくて、互いに、大切に思っている事は一緒だ
と思います。しかし、北方領土は歴史的に見ても日本の領土で、ウクライナの領土もウクライナのもので
す。今は無理でも日本とロシアが分かりあえる日がきっと来ると信じ、必ず返還されると思い続け交渉し
続ける事が大切だと思いました。私もいつかビザなし交流へ行ってみたり、この問題に関われたらいいな
と思いました。

「大切なこと」
安堵町立安堵中学校　２年　松　浪　愛　子

け
い
じ
ば
ん
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松
倉
家
重
臣
と
い
う
武
井
家
の
由
緒

が
東
安
堵
村
の
な
か
で
次
第
に
忘
れ
ら

れ
て
い
く
な
か
で
、
武
井
家
は
逆
に
東

安
堵
村
の
村
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
吉
氏
の
子
平
太
夫
知
利
は
寛
延

か
ら
明
和
（
一
七
四
八
～
一
七
七
二
）

に
か
け
て
東
安
堵
村
の
年
寄
役
を
務
め

て
い
ま
す
。
来
住
後
一
〇
〇
年
を
経
て

よ
う
や
く
普
通
の
東
安
堵
村
百
姓
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
武
井
家
は
そ
の
後
代
々
平
太
夫
を
名

乗
り
、
東
安
堵
村
の
文
書
の
な
か
に
、

平
太
夫
名
が
た
ま
に
年
寄
役
と
し
て
現

れ
ま
す
が
、
東
安
堵
村
村
政
を
リ
ー
ド

し
た
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
富
本
家

（
八
右
衛
門
家
と
権
兵
衛
家
）や
今
村
家・

遠
山
家・岡
田
家
ら
庄
屋
を
務
め
た
家
々

の
後
景
に
退
く
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。
自
家
の
由
緒
に
強
い
関
心
を
持
ち
、

富
本
家
の
発
祥
地
で
あ
る
田
原
本
町
富

本
の
富
本
城
や
窪
田
の
馬
場
塚
を
発
見

し
、
伝
来
の
文
書
（
現
在
國
學
院
高
校

所
蔵
）
を
調
べ
尽
く
し
た
富
本
憲
吉
に

よ
っ
て
武
井
家
の
由
緒
が
再
確
認
さ
れ

る
ま
で
、
松
倉
重
政
と
と
も
に
戦
国
の

世
を
戦
い
抜
い
た
武
井
庄
左
衛
門
国
氏

以
来
の
武
井
家
の
由
緒
は
東
安
堵
の
歴

史
の
な
か
に
沈
み
込
ん
で
い
た
の
で
す
。

安
堵
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

�

吉
田　
栄
治
郎

れ
ば
、庄
五
郎
の
跡
は
平
太
夫
国
吉
（
元

禄
十
二
年
〈
一
六
九
九
〉
六
月
二
十
四

日
没
）
ー
平
太
夫
正
氏
（
享
保
九
年

〈
一
七
二
四
〉
一
月
二
日
没
）
ー
平
太
夫

吉
氏
（
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉
十
二

月
二
十
四
日
没
）
と
続
き
ま
す
が
、
武

井
家
は
こ
の
間
の
残
さ
れ
た
史
料
に
よ

る
か
ぎ
り
庄
屋
・
年
寄
な
ど
の
村
役
は

務
め
て
い
ま
せ
ん
。
も
と
松
倉
家
の
重

臣
だ
っ
た
と
い
う
由
緒
に
よ
る
特
別
な

扱
い
が
続
き
、
武
井
家
も
そ
れ
を
受
け

入
れ
て
い
た
た
め
か
、
島
原
以
来
の
財

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
江
戸
時

代
中
期
に
な
る
と
そ
の
地
位
は
揺
ら
い

で
い
た
よ
う
で
す
。

た
の
で
す
。
し
か
し
、
武
井
家
の
歴
史

を
調
べ
て
い
く
な
か
で
、
こ
の
「
松
倉

権
助
」
は
武
井
家
の
誰
か
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
に
至
っ
た

の
で
す
。

　
「
武
井
家
由
緒
書
」（
國
學
院
高
校
所

蔵
）
に
は
武
井
家
が
島
原
時
代
に
松
倉

姓
を
名
乗
っ
て
い
た
と
記
し
て
い
ま
す

の
で
（
藩
主
が
重
臣
に
自
姓
を
与
え
る

こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
し
、
武
井

家
が
松
倉
家
の
一
族
を
娶
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
）、
東
安
堵
村
に
移
住

し
た
時
武
井
姓
で
は
な
く
松
倉
姓
を
名

乗
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と

す
れ
ば
、
は
じ
め
武
井
家
は
後
に
富
本

家
屋
敷
に
な
る
安
堵
城
別
館
（
現
う
ぶ

す
な
の
郷TO

M
IM
O
TO

）
に
住
ん
だ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
武
井
家
は
松
倉
家

時
代
に
八
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
致
仕
し
た
時
か
な
り
の
財

を
蓄
え
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
を
持
っ
た
ま
ま
東
安
堵
村
に
移
り
、

村
か
ら
富
本
家
と
同
様
の
特
別
な
待
遇

を
受
け
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
東
安
堵
村
に
移
住
し
た
国
氏
は
正
保

三
年
（
一
六
四
六
）
に
亡
く
な
り
、
そ

の
跡
を
庄
五
郎
善
房
が
継
ぎ
、
庄
五
郎

は
万
治
三
年
（
一
六
六
〇
）
六
月

二
十
四
日
に
亡
く
な
り
ま
す
。
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
に
作
成
さ
れ
た
「
武

井
家
家
譜
」（
國
學
院
高
校
所
蔵
）
に
よ

続・安
堵
町
の
歴
史
点
描（
七
）

　
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
に
松
倉

家
を
致
仕
し
た
武
井
庄
左
衛
門
国
氏
は

一
時
筑
後
国
久
留
米
で
松
倉
姓
を
名

乗
っ
て
牢
人
生
活
を
送
り
ま
す
が
、
ま

も
な
く
家
族
を
引
き
連
れ
て
東
安
堵
村

に
移
り
ま
し
た
。
窪
田
村
の
弟
（
石
田

甚
治
郎
正
慶
）
や
東
安
堵
村
の
子
（
富

本
久
左
衛
門
正
友
）
を
頼
っ
て
の
こ
と

で
し
ょ
う
が
、「
武
井
系
図
」（
國
學
院

高
校
所
蔵
富
本
家
旧
蔵
文
書
）
に
よ
れ

ば
松
倉
家
家
臣
前
川
家
に
嫁
い
だ
妹
一

家
、
久
留
米
の
有
馬
家
家
臣
華
田
家
に

嫁
い
だ
娘
一
家
お
よ
び
男
子
三
人
が
同

道
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。な
お
、前
川・

華
田
両
家
は
東
安
堵
村
百
姓
に
な
り
ま

す
が
、
ま
も
な
く
途
絶
え
て
い
ま
す
。

　
国
氏
一
行
が
い
つ
東
安
堵
村
に
移
住

し
た
か
、
ど
こ
に
屋
敷
を
構
え
た
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、「
安
堵
村
宮
座
筋

代
々
覚
」（
國
學
院
高
校
所
蔵
）
の
高
梨

家
の
項
に
あ
る
「
代
々
安
堵
甚
八
殿
一

旗
ナ
リ
、
後
松
倉
権
助
ト
云
仁
住
居
被

致
候
」
と
い
う
、
長
い
間
理
解
で
き
な

か
っ
た
一
文
の
意
味
が
解
け
ま
し
た
。

こ
の
一
文
は
安
堵
氏
の
居
館
に
松
倉
家

の
一
族
が
住
ん
で
い
た
と
読
み
取
れ
ま

す
が
、
そ
れ
が
誰
か
は
わ
か
ら
な
か
っ

武井家と富本家の関係を記した文書
（國學院高校所蔵）

安
堵
町
の
歴
史
点
描
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第
49
回
軟
式
野
球
大
会

と　
　
き　
４
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
予
備
日　
16
日
（
日
）

と
こ
ろ　
中
央
公
園
多
目
的
広
場

対　
　
象　
町
在
住
・
在
勤
者

申
込
期
間　
終
了
し
ま
し
た

第
49
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

と　
　
き　
４
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

　
　
　
　
　
予
備
日　
16
日
（
日
）

と
こ
ろ　
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
　
象　
町
在
住
・
在
勤
者

申
込
期
間　
終
了
し
ま
し
た

安
堵
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

春
季
大
会

第
41
回
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

と　
　
き　
４
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
予
備
日　
16
日
（
日
）

と
こ
ろ　
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
　
象　
町
在
住
・
在
勤
者

申
込
期
間　
終
了
し
ま
し
た

第
42
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と　
　
き　
４
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
中
央
公
園
体
育
館

対　
　
象　
町
在
住
・
在
勤
者

申
込
期
間　
終
了
し
ま
し
た

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
安
堵
中
央
公
園
体
育
館
内

　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局
（
火
曜
休
館
）

☎
５
８-

４
０
１
１

　
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
が
遊
べ
る
場

と
し
て
、
安
堵
中
央
公
園
多
目
的
広
場

を
左
記
の
日
時
に
無
料
で
開
放
し
て
い

ま
す
。
広
々
と
使
え
ま
す
の
で
、ス
ポ
ー

ツ
や
遊
び
に
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
開
放
日
時
】

４
月
５
日
（
水
）・
４
月
19
日
（
水
）

５
月
３
日
（
水
・
祝
）・
17
日
（
水
）

（
毎
月
第
１・３
水
曜
）
午
後
１
時
～
５
時

※
天
候
に
よ
る
利
用
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
当
日
に
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
利
用
対
象
者
】
町
内
在
住
の
幼
児
・
小

学
生
及
び
そ
の
保
護
者

（
幼
児
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
須
で
す
）

【
利
用
方
法
】
当
日
、
左
記
窓
口
で
利
用

申
込
を
し
て
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

安
堵
中
央
公
園
体
育
館
（
火
曜
休
館
）

☎
５
８-

４
０
１
１

安
堵
中
央
公
園
多
目
的
広
場

無
料
開
放

　
３
月
４
日
（
土
）
に
橿
原
運
動
公
園

に
て
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
安
堵
町
は
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
26
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
１
区
を
走
っ
た
大
谷
俊
平

さ
ん
（
安
堵
小
６
年
）
が
全
市
町
村
の

中
で
最
も
早
い
タ
イ
ム
で
タ
ス
キ
を
渡

し
、
第
１
区
の
区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
安
堵
町
史
上
初
の
快
挙
で
す
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
安
堵
中
央
公
園
体
育
館
（
火
曜
休
館
）

　
☎
５
８-

４
０
１
１

第
18
回　
市
町
村
対
抗

子
ど
も
駅
伝
大
会　
出
場
結
果

ス
ポ
ー
ツ
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４月の主な行事予定カレンダー４月の主な行事予定カレンダー

詳しくは ところ じかん

1日（土） ねこじゃらしおはなし会 P19 図書室 午前11時～11時30分

2日（日）

3日（月）

4日（火）

5日（水）

6日（木）

7日（金）

8日（土）

9日（日）

10日（月） 健康相談 P17 福祉保健センター 午前９時～11時30分　※予約優先

11日（火） 人権・行政相談日 P21 安堵町役場 午後１時～３時

12日（水） こころの相談室 P17 福祉保健センター 午後１時～３時　※予約優先

13日（木） 妊産ママのボディケア＆カフェ P17 福祉保健センター 午前９時20分～11時30分　※要予約

14日（金）

15日（土）

16日（日） 企画展「平楽寺」ギャラリートーク P20 歴史民俗資料館 午後１時30分～２時

17日（月） 住民無料法律相談日 安堵町役場 午後１時～４時　※要予約

18日（火） 子育て広場あかり P13 安堵こども園 午前10時30分～11時

19日（水）

20日（木） １歳６か月児健康診査 P17 福祉保健センター 午後　※受付時間を区切り指定

21日（金）

22日（土）

23日（日）

24日（月）

25日（火） ほっとあんどサロン P19 福祉保健センター 午前10時～正午

26日（水） 図書室工作クラブ　こころの相談室 P19 福祉保健センター 午後３時30分～４時30分

27日（木）

28日（金）

29日（土）

30日（日）

※上記カレンダーの予定につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、急遽変更・中止となる場合が
ありますので各担当課へお問い合わせください。

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
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●
広
報
安
堵

第
６
０
５
号　
２
０
２
３
年
４
月
１
日
発
行　
●
発
行
・
編
集
／
安
堵
町
役
場
・
総
合
政
策
課　
■
〒
６
３
９-

１
０
９
５　
奈
良
県
生
駒
郡
安
堵
町
東
安
堵
９
５
８
番
地　
☎
０
７
４
３-

５
７-

１
５
１
１

広報「安堵」は再生紙を使用しています。広報「安堵」は再生紙を使用しています。

町 の う ご き町 の う ご き町 の う ご き町 の う ご き町 の う ご き町 の う ご き

安
堵
交
番
だ
よ
り

　
３
月
５
日
（
日
）
に
大
和
川
の
清
流

復
活
を
目
指
し
て
、
一
斉
清
掃
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
安
堵
町
で
は
、
安
堵
中
央
公
園
横
岡

崎
川
（
大
和
橋
～
三
ノ
坪
橋
～
平
成
大

橋
）
に
て
実
施
さ
れ
、
約
１
３
０
名
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
桜
並
木
と
と
も
に
、
き
れ
い
に
な
っ

た
岡
崎
川
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

大
和
川
一
斉
清
掃
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

◎
自
転
車
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
！

　
改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
全
て
の
年
齢

層
の
自
転
車
利
用
者
に
対
し
て
、
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義
務
と

な
り
ま
し
た
。

　
自
転
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
の
約
６

割
が
頭
部
に
致
命
傷
を
負
っ
て
お
り
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
未
着
用
の
場
合
、
着
用
時

の
約
２・
２
倍
致
死
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
安
全
運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
等
の
開
催
に
伴

う
警
察
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
！

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
が
本
年
５
月
に

開
催
さ
れ
、
ま
た
、
関
係
閣
僚
会
合
が

本
年
４
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間
、
全
国

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
等
の
開
催
に
伴

い
、
警
察
に
お
い
て
テ
ロ
対
策
を
は
じ

め
と
し
た
警
戒
警
備
や
交
通
規
制
な
ど

を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

【
テ
ロ
の
未
然
防
止
の
た
め
に
】

•

警
備
員
や
防
犯
カ
メ
ラ
を
し
き
り
に

気
に
し
て
い
る
人
が
い
る
。

•

多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
に
不
自
然

に
か
ば
ん
や
紙
袋
が
置
か
れ
て
い
る
。

•

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
テ
ロ
を
予
告
す

る
書
き
込
み
を
発
見
し
た
。

な
ど
、「
あ
れ
っ
？
あ
や
し
い
な
。」
と

感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
警
察
へ
通
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
も
し
、
不
審
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、

絶
対
に
触
ら
ず
、
お
近
く
の
施
設
係
員

や
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
警
察
官
を
装
っ
た
不
審
電
話
に
注
意
！

　
最
近
県
内
で
、警
察
官
を
か
た
り
、「
強

盗
に
狙
わ
れ
て
い
る
。」
な
ど
と
不
安
を

あ
お
り
、
個
人
情
報
な
ど
を
聞
き
出
そ

う
と
す
る
不
審
電
話
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
今
の
広
域
強
盗
事
件
を
口
実
に
し

た
特
殊
詐
欺
の
不
審
電
話
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

○
そ
の
よ
う
な
電
話
を
受
け
て
し
ま
っ

た
場
合

•

資
産
や
現
金
の
保
管
状
況
に
つ
い
て

は
聞
か
れ
て
も
答
え
な
い
。

•

名
前
や
家
族
構
成
に
つ
い
て
聞
か
れ

て
も
答
え
な
い
。

•

す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
相
談
。

○
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
犯
人

か
ら
の
電
話
に
出
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。

•

在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

•

防
犯
電
話
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

有料広告
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